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(o事改の進展、放出中の異象
条件、モデル予測の使用のさ
らなる理解に基ブき、時間の
関数として大気への放出量と

特徴の推定を改善し、大気輸
送と拡散、沈着のパターンを
再構築する

り人気拡散シミュレーションの

(%籠霧嬰生多了昌易意ヒ勢昇
を使用し、個人間のばらつき
を示す形で公衆への線量分布
の特徴をより詳しく明らかに
し、同時に線量推定における
不確実性をより定量化する

0個人線量計による被はく繰量の把握
,住民の被ばく線量把握モデル事業 (平成 25年度
委託事業)

〇事故初期のヨウ素等短半期核種による内部被ばく
線量の把握
。事故初期のヨウ素等短半期による内部被ばく線量評
価調査 (平成 24年度委託事業)        .
・線量推定の精緻化報告 (平成25年度委託事業)
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・県民健康調査の基本調査

.0初期ヨワ素等による内部彼は
くの再構築      ‐

○基本調査の回収率の向上
○個人線量計や WBCによる実
測値の分布の検討

(e)人々の生体内放射性核種の
測定を行い、線量推定と分布
の見積精度を向上させt現在
及び将来の被ばくレベルを推
定する

0統一的測定体制の確立
○測定結果の管理 :分析
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診率は、約 800/0)。 その後の本格調査では、平成 26
年度からの 2年間に全員を対象に二巡目を実施し、
以後 20歳までは2年に 1回、それ以降は 5年に 1

回の頻度で実施予定。       |
1本格検査では、被災時胎児であった者も追加 (対象
人数 :約 38.5万人)          .

O受診率向上のための受診勧
奨。
○検査結果に対する不安への対
応  ‐



o2)福島県での甲状腺がん発
生率に対する超音波検査の影
響を分析して定量化する  .

対象者 :青森県、山梨県、長崎県に在住している 18
歳以下の者 4,365人。
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者からなる疫学的な研究コホ
ートを確立することが可能か
検討する

0中状腺被はく線量の推計

○県外転出者の検査実施体制の
強化 (H26:41現在県外 85医
療機関で一次険査を実施)

〇がんり患者の診療情報め把握
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